
第 25 回 全国ヤングバレーボールクラブ男女優勝大会 富山県予選会 開催要項 

 

１．主 催：富山県バレーボール協会 

２．主 管：富山県ヤングクラブバレーボール連盟 

３．開催趣旨： 

本大会は、学校部活動において、選手が希望するバレーボール活動を十分に実施・継続する

ことができず、能力を発揮することが困難な生徒等が中心となり、学校を超えて、地域で年間

を通じて活動を行い、その成果を発揮し、活躍することができる大会とする。また、地域で指

導者資格(日本スポーツ協会資格）を有する誰もが青少年の指導者等となり、「支えるスポーツ」

としてバレーボールを通して地域社会に貢献し、活躍することができる大会とする。 

４．開催日時：2022 年 7 月 10 日(土) 15:30 集合 

５．会 場： 

氷見市ふれあいスポーツセンター（氷見市鞍川 43-1） 

６．参加資格： 

大会開催の趣旨に基づいて編成され、年間を通じて、週単位で継続的に活動しているヤングバ

レーボールクラブで、次の各項に掲げる要件をすべて満たすクラブチームとする。 

(1)全国大会実行委員会が別に定める「大会参加申込みにあたってのお願い」に同意し、同実行

委員会からのお願いに積極的に協力することができるチーム。また、インターネットを通

じて、情報のやりとりや ZOOM 等を利用した会議に参加可能なチーム。 

(2)日本ヤングクラブバレーボール連盟に有効に登録された地域クラブチーム。 

   日本ヤングクラブバレーボール連盟に有効に登録された選手と相応の年齢のチームスタッ

フによって構成されたチームで、責任のとれる成人を代表者とするチーム。 

ただし、年齢基準は、2022 年 4 月 2 日現在とする。 

※Ｕ１４（14 歳以下） 

(3)募集要項等があり、当該クラブでの活動を希望する選手が所属可能なクラブチーム。学校

の部活動単独チーム、特定の選手のみが所属できるチーム及び明らかに学校部活動単独チ

ームに近いチームの参加は不可とする。 

(4)同一カテゴリーにおいて、同一クラブの複数参加は不可とする。 

(5)監督及びコーチは、公益財団法人日本スポーツ協会公認の指導者資格（コーチ１・コーチ

２、コーチ３・コーチ４）のいずれかを有し、公益財団法人日本バレーボール協会に有効に

登録されたもの者とする。ただし、2021 年度、2022 年度において、COVID-19 感染拡大

による資格取得機会が不十分なことから、２5 回大会においてはコーチングスタッフ（監

督・コーチ）のうち１名は、公益財団法人日本スポーツ協会公認の指導者資格（コーチ１・

コーチ２、コーチ３・コーチ４）を有し、公益財団法人日本バレーボール協会に有効に登録



された者とする。 

※「公益団法人日本バレーボール協会に有効に登録された者」とは、ＭＲＳでの指導者登録を

終えた者をいう。 

７．競技規約：2022 年度（公財）日本バレーボール協会６人制競技規則による。 

８．競技方法： 

参加チーム数により競技方法を定め、事前会議にて連絡する。 

 (1)本予選会にて１位となった男女各１チームを、第 25 回 全国ヤングバレーボールクラブ男

女優勝大会県代表とする。 

 (2)本予選会にて２位となった男女各１チームを、「補欠チーム」として第 25 回 全国ヤングバ

レーボールクラブ男女優勝大会実行委員会に推薦する。 

９．使 用 球：５号球 男子：ミカサ「V３００W」・女子：モルテン「Ｖ５Ｍ５０００」とする。 

10．チーム編成： 

チームの人数は、部⾧・監督・コーチ・マネージャー・トレーナー・ドクター各１名と選手

18 名の計 24 名以内とし、選手については、試合ごとに最大限 14 名（リベロを除く正規の競

技者は最大限 12 名）をエントリーするものとするが、学校単独チームにならないようにする

こと。選手の変更は競技者番号の変更を含めて認めない。 

11．申込方法：MRS で参加申込み後、全国大会一次申込書に記入する。（大会当日受付へ提出の

こと） 

12．問 合 先：富山県ヤングクラブバレーボール連盟 事務局 大辻 誠 

        E-mail（ohtsuji96@yahoo.co.jp）ＴＥＬ ０９０－８７０４－５３３０ 

13．申込締切：2022 年 7 月 5 日（火） 

14．参 加 料：１チーム５，０００円（大会当日受付へ納付のこと） 

15．そ の 他： 

(1)体育館の利用ルールを十分理解して従うこと。また、ゴミについては各チームで持ち帰る

こと。 

(2)富山県予選大会および全国大会の出場について、参加を認めてもらうよう所属中学校と密

に連絡をとり調整を行うこと。 
 (3)新型コロナウイルス感染症対策は次葉のとおり。 

   競技中のマスク着用は、マスク非着用の場合のリスクを選手および保護者が承諾の上、チ

ームにて判断とする。同一チーム内で着用・非着用の選手の混在もあり得る。 

  【マスク非着用の場合のリスク】 

    ・大会参加の選手の感染が発覚した場合、万全な感染予防対策を行っていても、感染者

と同チームおよび全ての対戦相手チームの選手は「濃厚接触者」として判定される確

率が極めて高くなること。そのため、発熱・咳・咽頭痛等の症状がある場合は当然のこ

と、同居家族や身近な知人に感染が疑われる方がいる選手は絶対に参加しない（させ

ない）こと。 

 



 
新型コロナウイルス感染症対策 

１．大会当日の対策 
(1)開催に関する周知徹底事項 
①参加者、観客は当日、別紙１ 「参加にあたってのチェックシート」をチーム代表者に提出し、提

出を受けた代表者は 別紙２「大会参加者一覧表」に提出状況をまとめて記載し、受付に提出す
ること。なお、観客は選手１名につき２名までを上限とする。 

②選手および関係者（応援等の保護者も含む）・参加者が以下の事項に該当する場合は、参加の見
合わせを求めること 

 体調がよくない場合（例:発熱・咳・咽頭痛などの症状がある場合） 
 同居家族や身近な知人に感染が疑われる方がいる場合 
 過去７日以内に政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされている国、地域等へ

の渡航又は当該在住者との濃厚接触がある場合 
③選手が移動の際に「相乗り」する場合、マスク着用の上「換気」に留意すること。 
④体育館内では、観客はチームで準備するチーム名および氏名を記載した「ネームプレート」を常

時着用すること。（選手はユニフォーム等を着用していること、指導者は「監」「Ｃ」「Ｍ」ワ
ッペンを常時着用することで代用）着用していない場合、主催者側から退出を求める場合がある。 

⑤マスクを持参・着用すること 
⑥こまめな手洗い、アルコール等による手指消毒を実施すること 
⑦他の参加者、主催者スタッフ等との距離（できるだけ１ｍ以上）を確保すること（障がい者の誘

導や介助を行う場合を除く） 
⑧大きな声で会話、応援等をしないこと（鳴り物使用での応援も不可） 
⑨参加チームは、アルコール消毒等に必要な物を準備し、観覧席等を利用した場合は退館時に拭き

取りを行うこと。 
⑩食事の際は、「ソーシャルディスタンス確保」「会話しない」ことを徹底する。 
⑪感染防止のために主催者が決めたその他の措置の遵守、主催者の指示に従うこと。従っていただ

けない場合、主催者側から退出を求める場合があること。 
⑫大会終了後７日間以内に新型コロナウイルス感染症を発症した場合は、濃厚接触者の有無等を速

やかに監督等チーム代表に報告し、連絡を受けたチーム代表は、速やかに大会実行委員会事務局
に報告すること。（主催者連絡先：大辻 ℡090-8704-5330） 

(2)競技に関する周知徹底事項 
①競技中のマスク着用については、感染および濃厚接触者判定リスクを指導者から選手保護者に伝

えた上、チーム判断とする。（同一チーム内にマスク着用・非着用の混在もありえる） 
②熱中症リスクを排除するため、体育館内気温が 28℃を超えた場合は、競技を一旦中止する。 
③シューズの底は触らない。（触らせない） 
④シューズ底を消毒液（アルコールではなく、次亜塩素酸の消毒液が望ましい）含有の雑巾等で定

期的に消毒させる。（チームにて準備する） 
⑤プレー中、ハンドタオルを携帯させ汗を拭かせ、汗がボールにつくことを抑制する。 
⑥リベロジャケットの使い回しやタオルの共有は行わない。 
⑦給水のためのスクイズボトルや水筒は必ず個人で準備して使用する。 
⑧給水前の手指の消毒を徹底する。 
⑨ベンチ、アップゾーンにおいてもマスク着用とソーシャルディスタンスを確保する。マスク着用

をしていれば、選手のベンチからの応援等の発声は可能とする。 
⑩試合では、定期的なボールの消毒を必ず実施する。消毒実施者が必ず使い捨て手袋を着用するか、

ボールを触った後の手指消毒を徹底する。 
⑪副審・ラインズマン等、ボールを頻繁に触ることが考えられる場合も、必ず手袋を着用するか、

ボールを触った後の手指消毒を徹底する。 
⑫ラインズマンフラッグ・得点板・モップ等も試合終了後割当チームにて消毒を実施すること。 
⑬８点と 16 点到達時に１分間のテクニカルタイムアウト（目的は休憩・給水だが、監督・コーチ

は指示を与えてもよい。）を設定。これにより、タイムアウトは１回 30 秒とする。試合に設定
する。 

⑭試合開始時の選手間の握手や審判員との握手、試合後の相手チームベンチへの挨拶は行わない。 
⑮ホイッスルは可能な限り電子ホイッスルを利用する。（ホイッスルカバーを準備できる場合はこ

の限りではない） 
以 上 


